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 学校名 ［仙台市立富沢中学校］       氏名 ［ 遠藤 寿江 ］   
［ 中 ］学校   ［ 28 ］ 年版   単元名［一歩一歩 力強く 語り部として］p.8～９   
                     教科・領域名  ［ 道徳 ］ ［ 時間 50分 ］ 

主な学習活動  （実際に行った活動） 指導の実際 
 
 
 
 
１ p.4～7 の資料を見ながら，震災当時を振り返
る。  
○3.11の時，どこで何をしていましたか？ 
○震災後，どのような生活をしていましたか？ 
 
２．p.6の⑬の写真「故郷復興プロジェクト」につ
いて知る。   
○故郷復興プロジェクトを知っていますか？ 
３．復興ソング「仲間とともに」について知る。  
○復興プロジェクトの一環として，仙台の小中学校でつく 

られた「復興ソング」について知っていますか？ 

・ワークシートを配付し，作詞者のことばを読み，p.8～9

の歌詞と写真を見ながら，復興ソングのＣＤを聴く。 

 
４．この歌と共に，自分たちが「語り部」として

何を後世へ伝えていくべきかを考える。 
○「語り部」として伝え続けなければいけないこと

はどんなことでしょう。 
・生活班になって，自分の考えを発表する。 
・班長は，自分の班の考えをまとめ，黒板に板書する。 
・学級全体で，みんなの考えを共有する。 
 
５．歌詞の一部にある「私には何ができるだろう」

について考える。 
○これから「私たちには何ができる」のでしょう。 
・何人かに指名をして，発表させる。 
６．楽譜を配付し，実際に歌う。 
・これから，復興プロジェクトなどで心を込めて歌

えるように練習する。 

 
【準備物】副読本，「仲間とともに」ＣＤ，楽譜 
     ＣＤラジカセ，ワークシート 
 

●「故郷復興プロジェクト」の説明 

・2011 年５月にスタート。仙台市の各小中学校の代

表生徒が４つの地区毎に集まり，復興へ向けて,小中

学生がどんなことができるか, 意見を出しあい，毎

年，各校でゴミ拾い活動など，地域連携活動を行っ

てきた。未曾有の大震災で経験したことを，風化させ

ないために，行われている活動である。 

 

 

○p.1の楽譜の下に掲載されている資料を読み，ど

のような経緯で復興ソングが作成されたかを確

認する。 

○ワークシートの作詞をした生徒の資料を読ませる。 

また，どのような思いで作詞をしたかを考えなが

ら，復興ソングを聴かせる。 別紙ワークシート（別紙） 

 
 
 
 
 
生徒の感想 
・震災を経験していない人達に，協力しあい，助

け合うことの大切さを伝えていきたい。 
・この震災で助けてくれた多くの人たちに，感謝

の気持ちを忘れないでいたい。 
・残された命を，大切にしながら，今を精一杯生

きていきたいと思った。 
 

【ねらい】 防災副読本の意義を理解し，震災を経験した

私たちだからこそ，語り継ぎ未来を切り開くべき自己の役

割を自覚し，今後の復興に自分なりにできることに努める。  

内容項目 ４－（２）社会連携 
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東日本大震災の記憶 

一歩一歩 力強く 語り部として 

 

    1年  組  番 

 

氏名 

 

 

 １．復興ソングと共に，自分たちが「語り部」として後世へ伝え続けなければならないことは，どのよ

うなことでしょうか。 

 

 

 

 

 ２．これから「私たちには何ができる」のでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 ３．今日の授業を振り返って 
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